
日本再生医療学会
「中高生のためのセッション」企画・運営
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日本再生医療学会のもとで
企画・運営をしています。

u 学会とは，研究者が自己の研究成果を
公開発表し，検討・論議する場です。

u 再生医療の分野でも最先端研究の研究
者が集まる学会「日本再生医療学会」
があります。

u 全国から審査を勝ち抜いた中高生の皆
さんと共に以下を開催しています。
• アドバンストコース (プレゼン)
• ベーシックコース (ポスター)
• 作文コース (作文)
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総会では、「中高生のためのセ ッシ ョ 市民にも参加 してもらうことで、再生医
ン」 と「市民公開講座」の一般向けの企 療に対する社会全体の理解を深めたい考
画も開催 される。専門家だけではな く、 えだ。
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企画・制作/
新潟圏報社統合営業本部

市民公開講座参加者を募集
市民公開講座は23日 、新潟市中央区の

ホテル日航新潟で開かれる。
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いなどを紹介する。

午後 2時～4時。無料。先着250人。
22日 までにQRか ら申し込む。定員にな
り次第締め切る。問い合わせは第23回 日
本再生医療学会総会運営事務局、03(351
0)3701(平日午前 9時半～午後 5時半)。 栃
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